
 

 

 

 

令和４年度 

 

水 道 事 業 会 計 予 算 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    御宿町水道事業 

 

 

 



 

 

 

 

  目  次 

 

１． 水道事業の現況と課題……………………1 ページ 

 

２． 財政（経営）の見通し……………………1 ページ 

 

３． 予算（案）の基本的な考え方……………1 ページ 

 

４． 予算（案）の概要…………………………２～３ページ 

 

５． 令和４年度主要事業……４～５ページ 

・安心して飲める安全な水道水の確保  （４ページ） 

・安定・持続した水道供給       （５ページ） 

・お客さまからの信頼の確保      （５ページ） 



 

1 

１ 水道事業の現況と課題 

 御宿町水道事業は昭和５３年１０月の給水開始以来、４３年が経過しており

施設の老朽化が進んでいます。現在、平成２６年度作成の施設更新計画や平成３

０年度作成の制水弁更新計画に沿い、優先度を踏まえ施設の改修・更新を行って

いますが、経年劣化から緊急的に対応をしなければならない事案も増加傾向に

あります。 

 また、安定した水の供給のため、施設の適正管理や耐震化が求められており、

今後、収益的支出、資本的支出ともに増加することが見込まれます。 

このようなことから、人口動態や経済動向を見据えた将来的な需要を踏まえ

た施設規模の見直しや水道事業広域化などによる、経営の効率化・合理化の推進

が課題となっています。 

 

２ 財政（経営）の見通し 

 人口減や節水意識の普及などから水道使用料金が減少している反面、老朽化

が進む施設の改修・更新経費、修繕費などの増加が見込まれており、収益的収支

に関しては、引き続き厳しい数値での推移が見込まれます。 

 令和４年度については、高料金対策に係る一般会計繰出金、県補助金の減額に

よる見込み収入の減額と、老朽化の進行による点検修繕の費用増額の影響によ

り、減価償却費などを除く現金の移動状況を把握するキャッシュフローでの、業

務活動による数値は、前年度から７千万円程度減じ１，２７０万円程度の減とな

りました。 

 施設設備更新や企業債元金償還額のピークが続き、資本的支出の減少は見込

まれないことから収益的支出の管理的経費の抑制、また、投資的事業においては、

優先度・緊急度を十分に精査し事業実施を行うとともに、施設の耐震化など将来

の財政需要に備えるため剰余金の推移に注視した運営が求められます。 

 しかし、業務活動によるキャッシュフローが減額に転じたことなどから今後

の安定経営に影響が考えられ、資本的支出も減少見込みがないことから、今後は

キャッシュフロー全体で減額が続くことが見込まれるため、現在の資本を最大

限活用するとともに、水道事業の維持のため広域統合の協議を進めます。 

 

３ 予算（案）の基本的な考え方 

 予算の編成にあたっては、引き続き、水の安心・安定的な供給に重点を置くと

ともに、事務事業の必要性・緊急性を考慮し、検討したうえで、決算見込や実績

を踏まえながら所要額措置に努めました。 

 ３条予算については、収入は有収率から見込み有収水量を踏まえ数値を算出

し、支出は収益の安定確保に繋がるよう水の安定供給に影響する老朽化した施

設の点検修繕や安心な水供給のための薬品、検査委託の費用を計上しました。 

 ４条予算については、水道水を安定供給するため、１系フロキュレーター更新

や浄水場から配水地への送水管の耐震化更新のほか、老朽化した鉛給水管交換

など、安全かつ安定した水供給のための施設管理に引き続き取り組みます。  
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４ 予算（案）の概要 

 

① 給水戸数及び給水人口 

（単位：戸・人・㎥） 

年 度 給水戸数 給水人口 戸当年間有収水量 備 考 

平成 30年度 3,844 7,317 229  

令和元年度 3,845 7,179 220  

令和２年度 3,851 7,061 186  

令和３年度（見込） 3,862 7,100 214  

令和４年度（予定） 3,861 7,100 214  

 

② 給水量及び給水収益 

（単位：㎥・千円・税抜き） 

年 度 年間給水量 年間有収水量 給水収益 有収率 

平成 30年度 929,922 867,364 221,023 93.3% 

令和元年度 919,022 847,277 216,747 92.2% 

令和２年度 906,705 717,021 181,538 79.1% 

令和３年度（見込） 900,870 827,655 215,519 91.9% 

令和４年度（予定） 908,022 826,300 215,937 91.0% 

※令和 2年度の給水収益は新型コロナウイルス感染症対策支援のため軽減後の数値 

 

③ 予算規模 

収益的収入及び支出               （単位：千円・税込み） 

 当年度 前年度 
対前年度 

増減額 比率 

収入 295,709 304,238 △8,529 △2.8% 

支出 341,623 322,713 18,910 5.9% 

資本的収入及び支出               （単位：千円・税込み） 

 当年度 前年度 
対前年度 

増減額 比率 

収入 24,230 7,031 17,199 244.6% 

支出 191,617 103,688 87,929 84.8% 

 

④ 借入金等の状況 

企業債残高の状況                     （単位：千円・税抜き） 

３年度末残高見込 

①  

令和４年度当初予算 令和４年度末残高

見込 

①＋②－③－④ 

借入額② 繰上償還額③ 償還額④ 

417,513 0 0 32,621 384,892 
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○収益的収支 （税抜き） 

 

 

 

 

 

※損益計算については、当該年度予算執行後の決算見込みとなります。 

 

 

○資本的収支 （税込み） 

 

 

 

 

 

本的収入不足額を現金増加額の範囲内に抑えることで、将来需要に対応し得る経営基盤を維持することとしま。 

  

資本的収入 水道新規加入に係る口径別納付金 

建設改良に対する補助金 

建設改良費 施設の建設改良に要する経費 

企業債償還金 企業債の支払元金 

資本的収支不足額 

（収入―支出） 

不足額は内部留保資金で補てんする 

 

・純損失は４８，４４２千円となり、当年度未処分利益剰余金は２４６，５

５４千円となる見込みです。 

（前年度未処分利益剰余金 294,996＋純損失△48,442＝246,554 千円） 

・建設改良費については、水道施設更新計画に基づき長寿命化を踏まえた項

目について計上します。 

内容につきましては、送水管耐震化更新や老朽化した１系フロキュレータ

ー更新、鉛給水管更新等を実施します。 

給水収益 加入者（利用者）からの水道料金

他会計補助金
高料金対策等に係る町一般会計から
の繰出し

県補助金
給水原価が基準額を上回る場合に、経
営健全化を目的に補助される

長期前受金戻入
みなし償却廃止により、理論上、減価償
却される額を収益化するもの

その他 受取利息、雑収益等

職員給与費 給料、手当、法定福利費等

経費
動力費、修繕費、薬品費等、人件費以
外の経費

減価償却費 構築資産に係る当年度減価償却分

支払利息 企業債利息

純利益・純損失
（収入―支出）
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令和４年度主要事業 

事業の実施にあたっては、安心して飲める安全な水道水の確保、安定・持続し

た水道供給、お客さまからの信頼の確保に重点を置き、将来を見据えた持続可能

な水道事業を行うための費用を計上します。 

施設整備においては、「水道施設機能診断更新計画」の各事業について、長寿

命化と施設規模適正化の両面から精査し、必要な事業を実施します。 

また、災害時における断水に備え、給水開始以来未更新の、送水管耐震化更新

を２箇年の継続事業で実施します。 

 

１．安心して飲める安全な水道水の確保 

より高いレベルの供給水質の確保を目指します。 

 

○浄水場等運転管理業務           25,559千円（ 25,289千円） 

 24時間管理体制・施設の維持管理等 

○水質等検査業務委託             4,255千円（ 3,922千円） 

水質検査等 

○浄水・水質検査用薬品            5,797千円（ 5,333千円） 

次亜塩素・PAC・粉末活性炭等 

○配水管洗浄業務委託（赤水対策）       1,397千円（ 1,375千円） 

須賀・岩和田・御宿台・天ノ守等（夜間に実施） 

○漏水等補修材料購入費              290千円（  243千円） 

本管漏水が発生した場合に備え VSジョイント等を備蓄 

○緊急時の対応                3,600千円（ 1,950千円） 

漏水修繕                                 3,000 千円 

再穿孔修繕                        600 千円 

○広域水道受水費              108,308千円（108,308千円） 

南房総広域水道企業団からの浄水購入費 
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２．安定・持続した水道供給 

施設の長寿命化や計画的管理等の効率化を図り、将来にわたり安定した水

道水の供給を持続するため、計画的な実施に努めます。 

 

○浄水施設の更新・整備         1億 40,885千円（57,526千円） 

 浄水場 1系フロキュレーター更新            74,250千円 

 送水管耐震化更新工事                 55,527千円 

 ＰＡＣ注入設備更新                  9,933千円 

 その他維持補修                    1,175千円 

○給配水施設の更新・整備          18,384千円（ 19,046千円） 

鉛給水管更新                                        14,534 千円 

不断水バルブ設置                   3,300 千円 

配水池管理各種設計                  1,188 千円 

その他維持補修                     550 千円 

○夷隅地域水道事業統合協議会負担金      1,953千円【新規】 

水道事業広域統合協議会に係る負担金 

 

３．お客さまからの信頼の確保 

健全な水道事業の経営を推進するとともに、水道技術の向上、利便性向上な

どお客さまの視点に立った事業を行い信頼の確保に努めます。 
 

○道路舗装修繕                1,980千円（  1,634千円） 

 水道工事に伴う仮復旧箇所の本復旧 

○量水器（メーター）取替業務委託       4,432千円（  1,987千円） 

検針メーター交換 420 箇所（計量法により 8年に 1度交換） 

○水道料金検針業務委託            5,600千円（  5,591千円） 

年間予定 23,100件 

○管路管理システム保守             770千円（  2,266千円） 

管路網電子管理システム維持管理（隔年で現地調査を予定） 

○コンビニ収納サービス手数料          535千円【新規】 

納入通知書コンビニ取扱手数料 

 

※( )内は前年度 


